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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・作業指示箋の取り扱いについて

〇指示箋のコピーは不要。

〇最新の指示箋のみをカルテに綴じる

〇古い指示箋は差し替えてカルテと共に保管

となります。周知をお願いします。

・本日入院患者様でA型インフルエンザの発症が確認されました。感染拡大防止及びノロウイルス感染防止ために患者様へ手洗い・うがいの励行を促していきましょう。

又、面会にいらっしゃる方への対応として

○面会対応窓口（医事室・南病棟・北病棟）にて面会者の方にリーフレットを配布

○面会前後にトリゾンラヴを使用し手指消毒を行って頂く。（レストラン前廊下・

　メンタルケア病棟玄関・北病棟）

○面会者の方へ感冒様症状や腹痛等ないか確認する。（医事室・各病棟）

　※症状のある場合には面会を御遠慮頂く。

以上を確実に実施していくようにしましょう。スタッフも体調管理を徹底し年末年始の

勤務に支障のでる事のないようにしましょう。

　外泊より帰院された際には外泊状況と共に体調についても確認していくように

しましょう。

＜患者様連絡事項＞

・山田　典子様～本日弟様宅へ連絡し、市内在住の親族の連絡先について確認をとる予定でしたが不在でした。引き続き、連絡を取り御家族の対応によっては当院での治療継続は困難となる事も考えられる旨伝える必要があると思われます。

・本日外拍者：佐藤優一様　新山潤様　駒木洋士様　菅井浩子様　新井圭次様

・今後の外出泊予定：蛯名勝幸様　1月1日AM10:30～1月2日PM16:00（担当医確認済み）

　　　　　　　　　　布施邦雄様　1月4日AM9:00～PM14:00（担当医確認済み）

　　　　　　　　　　鈴木正長様～12月31日PM13:00～1月3日PM14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　主治医より許可が下りています。

・高田多紀子様～鼻汁・咳嗽・頭痛の訴えあり内科診察にて

臨時薬サワシリン（250）3C

　　　　　　　　　　　カロナール（200）3T　

レスプレン（20）3T　3×ndE　

タベジール2T　　　　2×ndE

　　　　　　　　　　　オラドールトローチ　4T　4×

　　　　　　　　本日昼～1月4日朝まで5日分処方となっています。

　　　　　　　　風邪症状及び日中の睡意の観察・確認を行いましょう。

＜レク活動評価・検討＞

今週もA･Bグループ共に患者様の意見、要望に沿って実施しています。参加等に拒否

はありませんが、患者様による実施内容設定についても現状維持を求める傾向により

同じ内容を設定しており検討の必要があると思われます。尚、患者様より食品に含まれ

ている糖分ついて知りたいとの希望がありました。栄養管理室と連携しながら栄養指導を

取り入れる事も必要と思われます。

＜猪俣Drケースカンファレンス＞

・大橋照子様～各プログラム、作業にも参加され病棟日課には支障ありません。

　　　　　　　異常体験に左右され服薬を拒むことはありませんが食事の残食は続いて

　　　　　　　います。引き続き服薬自己管理や食事摂取状況の評価を通じ、疾病及び

　　　　　　　治療継続についての認識を深める事が出来るよう関わっていきましょう。

・布施邦雄様～病棟日課には支障なく取り組んでいますが、リハプロのグループを変更

したいとの希望があり、自己の日常生活能力を高めようという姿勢が希薄

　　　　　　　な様子が伺えます。陰性症状に至る要因となる事が考えられる為

　　　　　　　継続して現在の生活能力についてフィードバッグしながら、

　　　　　　　生活能力向上を図る事が出来るよう関わっていきましょう。又、年始の

　　　　　　　外出状況を確認し、支障がなければ定期的な外出を促していきましょう。

・駒木洋士様～本日より外泊されています、外泊前、薬袋を間違えて持参したり夜間の

睡眠が不安定となっておりそわそわした様子が伺えます。帰院時には

外泊と服薬状況について御家族・本人より確認するようにしましょう。

・蛭名豊美様～夜間の失禁はありませんが､隠れて飲水している事があります。

　　　　　　　性的逸脱行為は見られません。引き続き水分摂取量と尿失禁の状況

　　　　　　　について観察・確認し、管理の必要性について認識して頂けるよう関わっていきましょう。又私物（下着）を屋外へ投げ捨てていないか適宜

　　　　　　　私物の確認を実施していきましょう。

・奥寺徹様～現在睡眠状況の不安定さがあります。又皮膚科処置等にて身体に触れる事を

　　　　　　拒絶したり「就床前薬は毎日違う。」と話していますが、病棟日課には

　　　　　　大きな支障をきたすことなく経過しています。生活管理能力を低下させない為、引き続き保清への認識を深めるよう関わりながら生活管理能力維持を

目標としたケアをすすめていきましょう。

＜院長診察経過報告＞

・本田英之様～生活リズムの乱れが続いているため、外泊中の生活でもリズムを乱す事の
　　　　　　　ないよう説明を受けています。本人より23：30就床し、7：30には起床

　　　　　　　するとの話がありましたので、今後のケアプランに反映させていく事と

　　　　　　　しています。

・本多富美様～生活管理の必要性についての認識に欠けている様子が伺えます。

　　　　　　　体重も2ヶ月以上85.0kg前後にて経過しています。

　　　　　　　より一層の体重管理を進める目的にて主治医より正月明けより間食を

　　　　　　　禁止とする旨説明を受けています。又腕回りや胸囲の測定も取り入れ

　　　　　　　体重管理についての認識を深める事が出来るようケアプランに反映

　　　　　　　していく事とします。又間食禁止については御家族へも説明し理解を

　　　　　　　得るようにしましょう。

　　　　　　　間食出来ない事により、運動を含めた病棟日課への取り組み姿勢に変化が

　　　　　　　生じる事が考えられますので何故間食を控えることになったのか、

減量に結びついていないのは何が原因なのか等の自己洞察をすすめて

　　　　　　　いくようにしましょう。

・立花法子様～各検査結果（血清生化学・知能検査・頭部CT）の結果について説明を

　　　　　　　受けています。頭部CTにおいて脳萎縮が認められている旨説明を受けると

　　　　　　　過剰な反応を見せています。御家族（夫）にも検査結果と併せ脳萎縮

による集中力低下が認められている事、アルコール依存症治療

プログラムを継続実施し、外泊訓練は3ヶ月目から実施予定とする旨

説明しています。

　　　　　　　病棟日課や周囲との関りには変化見られませんが、検査結果を聞いた後より不安が生じている様子も伺えます。今後、飲酒を続ければ脳萎縮が進行

　　　　　　　していくという事実を明確に提示し、自身の飲酒問題への直面化を

　　　　　　　図っていくと共に断酒への認識を深める事が出来るよう関わって

いきましょう。

